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国際図書館連盟（IFLA）が提唱する、書誌レコードの機能要件（Functional Requirements for 
Bibliographic Records, FRBR）[4] では、こうした知的実体を Work（著作）と定義している。
FRBR は書誌データの利用者の関心の対象として、知的・芸術的活動の成果に関する実体
Work 、Expression（表現形）、Manifestation（体現形）、Item（個別資料）を第 1 グルー
プと階層的に定義している。FRBR の第 1 グループはユーザがある特定の資料を探すプロ
セスを想定して提案されたものである。そのプロセスでは、ユーザは一つの Workから、そ
の Work の特定の言語表現である Expression を見つけ、また新書版などの異なる














述されている。更に、こうした Wikipedia のような Web上のリソースを外部から再利用しや
すい形で提供する Linked Open Data（LOD）[16] として公開する DBpedia[15] と日本語
Wikipediaオントロジー[17] のようなリソースも存在している。本研究では、このようなLOD




















































図 1 京都国際マンガミュージアムの OPACの「ジョジョの奇妙な冒険」の検索結果[25]  
 




図 3 広島市まんが図書館の OPACにより表示した 
マンガ「ジョジョの奇妙な冒険」の詳細ページ 
 












































の情報の抽出が容易である。また、近年では、DBpedia や日本語 Wikipedia オントロジー













図 4 ピクシブ百科事典のマンガ「ジョジョの奇妙な冒険」の記事 
 
 
図 5 ニコニコ大百科のマンガ「ジョジョの奇妙な冒険」の記事 
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図 6 マンガ作品とその物理的な出版物（「ジョジョの奇妙な冒険」を例として） 
 
図 6 は「ジョジョの奇妙な冒険」を例として、マンガ作品とその物理的な出版物を示し















































3.1  マンガメタデータフレームワーク（Manga Metadata Framework, MMF） 
 近年では、マンガ書誌データを含む Web におけるマンガの発見やアクセス、再利用のた
めのメタデータに関する議論が進められている。 
 















提案している（図 7）。その中で、マンガに関する書誌を記述するための FRBR に基づい
たモデルを提案した。MMFは書誌レコードの記述対象となるストーリーの構造を title、story、
episode という 3つの実体とその関係によって定義した。この 3つの実体は 1対多の関係、
即ち 1つの title は複数の story から成り、1つの story は複数の episode から成るという










3.1節で述べたように、MMF の一部として FRBR に基づいたマンガに関する書誌を記述
するためのモデルを提案した。FRBRは IFLAにより 2008年に提案されものである。FRBR
は書誌データの利用者の関心の対象として、知的・芸術的活動の成果に関する実体の集合













































3.3 FRBRの第 1グループの実体関係構造に基づくマンガの書誌データモデル 
本研究では、書誌データの記述対象は個別資料レベルの書籍であることを考慮し、書誌
データからユーザがマンガを認知・探索する際に必要な知的実体を抽出するために、MMF
と FRBR を基に、2.3 節で述べたマンガ作品単位を図 9 に示すようなマンガ書誌のための
モデルを提案する。 
 
図 9 FRBRの視点に基づくマンガ書誌データのモデル 
 





















FRBRを基に、本モデルの Expressionと Manifestationの階層内でこれらの 3つの実体
の Expression 実体、及び Manifestation 実体を定義している。更に、Manifestation の階
層内では、manga-title 実体、story 実体 と manga-compilation 実体の他に、単行本（冊
子）のクラスである volume 実体を定義した。また、Itemの階層内では、書誌データに記
述されている個別資料を表す実体 a volumeが存在する。 









体現形の階層内では、「 is part of」以外に、manga-title 実体と story 実体と
manga-compilation実体がそれぞれ幾つかのvolume実体に区切られて出版されるという関
係、及び一つの volume実体の中に幾つかの story実体又はmanga-title実体が存在すると
いう関係を表す「is contained in」が存在する。また、「is contained in」は多対多の関係
である。 




る「has a successor (work) (from work)」[27] で表す。また、manga-title実体のクラスに




















しては、Takhirov [6]と Duchateau [7]が Linked Open Data（LOD）を利用して、Amazon 


















品についての記述を持つ LODリソースを発見し、その URIを取得する。 
2) Work 実体の同定を行う。ステップ 1 で発見した LOD リソースを利用し、書誌データ
から Manifestation 階層実体を抽出し、更に Expression 階層実体を作成し、Work 階層実
体を同定する。また、各実体を同定するために必要な情報が異なるため、このステッ
プでは、Manga-titleの Work 実体の同定、Storyの Work実体の同定、Manga-compilation
の Work実体の同定に分けて行う必要がある。 




る。また、図 9示した全ての関係の内、「is part of」関係、「is contained in」関係、
FRBR第 1グループの各関係、更に「has a successor (work) (from work)」はステップ 2
の実体の同定とともに発見することが出来る。 
 


















「is carried in」関係の発見：あるマンガは某雑誌又は某作品集に掲載するという情報 













要な情報、及び「is carried in」関係と「is a spin-off manga work of」関係の発見に必要
な情報である。そのため、本節はこの推測を踏まえて、提案手法の各ステップにおける具
体的な処理について説明する。また、本提案手法では LODリソースとして DBpediaの日本
語版である DBpedia Japaneseを利用した。 
以下、4.2.1 節ではステップ 1 について説明する。4.2.2、4.2.3 及び 4.2.4 節では、ステッ
プ 2の詳細について述べる。4.2.5 節はステップ 3を説明する。 
 
4.2.1 マンガ書誌データ中のリソースと LODリソースの同一性判定 
ステップ 2は、マンガ書誌データから FRBR第 1グループ実体と実体関係の同定・発見
を行う前に、書誌データ中のマンガ作品についての記述を持つ LODリソースを発見し、そ
の URIを取得するステップである。 









そのため、本手法は有用な情報を LOD リソースから取得しやすくするため、ステップ 1
で同一性判定、即ちマンガ書誌データにあるマンガと対応する LODリソースを発見し、そ



























図 11 マンガ書誌データ中のリソースと LODリソースの同一性判定手法 
 
4.2.2 Manga-titleの Work実体の同定 
4.1 節で述べたステップ 2 はステップ 1 で発見した LOD リソースを利用し、書誌データ
から Manifestation 階層実体を抽出し、更に Expression 階層実体を作成し、Work 階層実体を











Record-set としてグルーピングする。FRBR 第 1 グループの定義により、Work 実体と
Expression 実体間の関係は 1 対多である。つまり、Record-set は同定の目的である Work
実体が持つ他言語版の Expression 実体を表していると考えられる。また、Work 実体は幾
つかの Record-set（Expression）と関連付けることができる。そのため、本研究は Record-set










著者が同じレコードを一つの volume 実体としてグルーピングし、volume 実体のデ
ータを作成する。図 12 は MV1 、MV2、MV3 及び MV4 が volume 実体として抽
出されることを示している。 




要がある。manga-compilation実体の特徴に関しては 4.2.4により説明する。図 12 で
は、MT1 、MT2及び MT3がmanga-title の Manifestation実体として抽出される
ことを示している。 




と MT2を Record-setとしてグルーピングされ、そして、Record-setから Temp-work
が作成されることを示している。 
(B-4). 対応する LODリソースから必要な情報を取得する。A-3（4.2節）で作成したペアリ
ストから対応する LOD リソースの URI を取得し、その URI から他言語のタイトル
情報を取得する。 
(B-5). B-2 で抽出した Manifestation 実体のデータから、B-4 で取得した他言語のタイトル
を持つ実体のそれぞれを Record-set（Expression 実体）としてグルーピングし、
Temp-work の実体を Work 実体と確定する。そして、全ての Record-set 即ち
Expression実体と Work実体の関連を作成する。 
 
 また、ステップ B-3～B-5 は、 manga-title の Work 実体を同定する際のみならず、
Manifestation 階層の実体から Expression 階層の実体と Work 階層の実体を作成する際に
も用いることができる。 
 
4.2.3 Storyの Work実体の同定 
本節では、4.1節で述べたステップ 2の一部である storyの Work 実体の同定について詳細
を述べる。また本節で述べた手法はカ[2] を参照している。既存のマンガ書誌データの記述
では、story実体の同定に必要な情報が曖昧でまたは書かれていないこともある。 


















しては story 実体と volume 実体の関連は多対多であると定義した。しかし、書誌データ
は書誌単位で記述されている、即ち書誌（単行本）より小さい物理単位（例えば、話数な






図 13  Storyの Work実体の同定 
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(C-1). storyの Manifestation実体を抽出する。B-2（4.2.2節）で抽出したmanga-title の
Manifestation 実体の書誌情報からタイトルと著者名を取得し、それらの情報を含む
Wikipedia の記事を取得する。その記事の本文データから必要な情報を取得し、
manga-title の Manifestation実体の書誌情報の情報と組合せることで、manga-title 
のManifestation実体のデータから storyのManifestation実体を抽出する。図 13 で
は、MS1 が story の Manifestation 実体として抽出された。また、抽出のために必
要な情報として、タイトル、story の Manifestation 実体に関する情報、叢書名、出




 story の物理的な区切り情報：ストーリーの開始と終了の巻号 




書誌データによっては、Wikipedia の本文データからより質の高い story の
Manifestation 実体に関する情報を取得できる場合もある。しかし、書誌データの構
造及び記述内容はライブラリ毎に異なり、story の Manifestation 実体に関する情報
を取得する方法は対象となる書誌データ毎に異なると考えられる。本稿では、京都国
際マンガミュージアムの書誌データを用いた事例を 5章で述べる。 
(C-2). Expression 階層及び Work 階層のデータセットを作成する。4.2.3 節で述べた
manga-titleの Work実体を同定するプロセスの B-3から B-4で示した方法を利用し
て、LODリソースから他言語のタイトル情報を取得し、Manifestationの階層のデー
タから Expression階層及び Work階層を作成する。 
 
4.2.4 Manga-compilationの Work実体の同定 













いるため、タイトル毎に 1つの Work 実体として同定することができる。それに対して、単
行本は冊子単位で管理されるため、単行本の書籍データから同定する際には manga-title 実
体の同定と類似するステップ（B-1～B-4）を踏まえる必要がある。しかし、B-2を行う際に













in関係と is a spin-off manga work of関係の発見に必要な情報は、既存のマンガ書誌デー
タの記述が曖昧でまたは書かれていない可能性が大きいと推測した。そして、LOD リソー
スを利用してこれらの実体関係を発見するには、直接的発見と間接的発見という 2 種類の
発見方法を提案する。ここでは、本研究で使われる LODリソースの DBpedia Japanese を
例としてこの 2種類の方法を説明する。 
 まず、DBpedia Japaneseによる is carried in関係の直接的発見について説明する。図 15
が示すように、DBpedia Japaneseにはマンガリソースとマンガ雑誌リソースの関係として、
あるマンガがある雑誌に掲載することを表す「dbpprop-ja:掲載誌」プロパティがある。ま






 次に、DBpedia Japaneseによる is a spin-off manga work of関係の間接的発見について
説明する。DBpedia Japaneseには is a spin-off manga work of関係と同義するプロパティ
が存在しない。そのため、複数のプロパティを組合せること、もしくはプロパティとその値






品であると判断され、Work階層の対応する実体の間に is a spin-off manga work of関係が
作成される。 
 
図 15 DBpedia Japanese による「is carried in」関係の直接的発見 
 
 




















体の同定及び is carried in関係を発見できると考えられる。 
更に、本実験では story 実体を抽出するため、補足の情報リソースとして Wikipedia 日









5.2 実験 1：マンガ書誌データ中のリソースと LODリソースの同一性判定実験 









 手法 2：DBpedia Japaneseの全てのリソースを取得し、標準化された編集距離を用
いた同一性判定実験を行う。 









レコードにある「タイトル」と DBpedia Japanese のリソースの「ラベル」の標準化され
た編集距離を取得した。しかし、目視でチェックしたところαが 0.15 により大きい場合に
誤判定が生じると分かった。そのため、この実験 1ではαを 0.15とした。 




表 1 3つの手法による同一性判定結果の比較 




判定された件数 正解数 適合率 再現率 
手法 1 2,638 10,980 697 696 1.00 0.97 
手法 2 2,638 1,303,938 1,037 598 0.58 0.84 

















スの B-1 と B-2 を行った。その結果、5000 件のサンプルレコードから 4976 件の volume




5.4 実験 3：storyの Work実体の同定実験 
実験 3は 4.2.3 で説明した storyのWork実体の同定プロセスの有効性を検証するために
行った。また、本節で述べた実験はカ[2] を参照している。更に、本節では、4.2.3 節で述
べたように、ステップ C-1 の manga-title の Manifestation 実体のデータから story の
Manifestation 実体を抽出する手法の一例として、KMM の書誌データを用いた story の
Manifestation実体に関する情報の取得手法を説明する。 
まず、KMM の書誌データにおける storyの Manifestation実体に関する情報の記述パタ












manga-title のManifestation実体と volume 実体の関係が 1 対 1 になっている場合であ
る。パターン B、C、D はパターン A と違い、マンガが一冊以上の単行本として出版され





パターン D #a のように、最初の数巻にはサブタイトルが付いていないが、その後の単行本






図 17  KMM の書誌データの項目「サブタイトル」の記述パターン 
 
そして、ここではmanga-title のManifestation実体が持つvolume実体の数をm、volume 
実体に付けられた異なるサブタイトルの数を n として、この 4 つのパターンの特徴を以下
のようにまとめる。 
 
 パターン A：m=1∧m≧n 
 パターン B：m>1∧m=n 
 パターン C：m>1∧n=0 
 パターン D：m>1∧m>n 
 
そして、上述の 4つの記述パターンのそれぞれに対応した storyの Manifestation実体に
関する情報の抽出方法は以下のようになる。 
まず、Work階層のmanga-title実体と story実体の関連は 1対多と定義した。従って、
manga-title の Manifestation実体と volume実体の関係は 1対多でなければならない。そ
のため、パターン A に該当するレコードが表すマンガ作品中には、ストーリーの区切りが
存在しない可能性が高いと考えられる。実際に、パターン Aの場合、storyの Manifestation
実体と volume実体の関連は多対 1である可能性もある。しかし 3.2節で述べたように、こ
の実験はstoryのManifestation実体とvolume実体の関連が1対多のみを対象とするため、
多対 1 の場合を扱わない。またパターン A には、該当する manga-title の Manifestation
実体と関連付ける単行本（volume 実体）にサブタイトルが付いている場合（図 17 のパタ
32 
 
ーン A #a）と付いていない場合（図 17のパターン A #b）がある。しかし、パターン Aの
場合では、ストーリー単位を持たないと判断するため、「サブタイトル」の記述は story の
Manifestation実体に関する情報と無関係であると考えられる。 











最後に、実験の結果について述べる。5.3 節で述べた実験 2 で同定できた 2686 件の
manga-title の Manifestation 実体に対して 4.2.3節で述べた C-1を実行し、本節で述べた
パターン処理を行った。その結果を表 2に示す。このステップにより、17件のmanga-title
の Manifestation実体から、54件の storyの Manifestation実体を抽出した。 
 











A 1926 0 0 
B 44 1 3 
C 700 0 0 
D 16 16 51 
 
最後に、4.2.3 節で述べた C-2 を行い、54 件の story の Manifestation 実体から、54 件
の storyの Expression実体を抽出し、更に 54件の storyのWork実体を同定した。 
しかし、筆者の目視による調査で Amazon と Wikipedia のデータを確認した結果、パタ
ーン Bとパターン Cに該当する 744件の manga-titleの Manifestation実体の内、実際に
story実体を持つものが 19件あると分かった。そして、表 2 パターン処理の結果表 2が
示すように、その 19件のmanga-titleの Manifestation実体の内、storyの Manifestation





5.5 実験 4：manga-compilationの Work実体の同定実験 
実験 4 は 4.2.4 節で説明した manga-compilation の Work 実体の同定プロセスの有効性
を検証するために行った。4.2.4 節で述べたように、KMM の書誌データでは、単行本と雑
誌の情報はそれぞれ独立な書誌データとして記述している。そのため、実験 4 では KMM
の単行本書誌データと雑誌書誌データのそれぞれから manga-compilation の Work 実体の
同定をする。 
まず、タイトル毎に 1 つの Work 実体として同定するために、タイトル単位で記述され
た雑誌書誌データからmanga-compilationのWork実体を同定する。この同定により、1107
件のmanga-compilationの Work実体が同定された。 
そして、5.3節で説明した実験 2で抽出した 4976件の volume実体に対して、volume 実
体のデータからタイトルの中にmanga-compilation特徴語が含むものを取得し、4.2.2節で
説明した B-2 と同じく、取得した実体のデータから、タイトル、叢書名、出版社、著者が
同じものを manga-compilation の Manifestation 実体としてグルーピングする。また、目
視でチェックしたところで、実験4に使われるKMMの書誌データに含むmanga-compilation
特徴語は 12 個であり、それらは「作品集、短編集、傑作選、傑作集、自選、傑作 100 選、
名作集、アンソロジー、大傑作、競作集、選集、特集」である。その結果として、4976 件




5.6 実験 5：同定された Work実体の関係の発見に関する実験 
実験 5は 4.2.5節で説明した同定されたWorkインスタンスの関係の発見手法の有効性を
検証するために行った。4.2.5節で述べたように、この実験では DBpedia Japaneseによる
is carried in関係の直接的発見の実験、及び DBpedia Japaneseによる is a spin-off manga 
work of関係の間接的発見の実験を行った。 
DBpedia Japaneseによる is carried in関係の直接的発見の実験結果として、実験 2で同
定できた 2609 件 manga-title の Work 実体と実験 4 により同定できた 1167 件
manga-compilationのWork実体の間、129件の is carried in関係が作成できた。 
そして、DBpedia Japaneseによる is a spin-off manga work of関係の間接的発見の実験
では、DBpedia Japaneseの「Category:漫画作品」に属するリソース（10980 件）からオ
リジナル作品とそのスピンオフ作品のリスト、即ちスピンオフ作品ペアリストを作成した。






























ェックしたところで、この 1942件は DBpedia Japaneseから対応リソースの発見に失敗し
た原因を調査した。その結果を表 3 に示す。この結果から、DBpedia Japanese から対応




試みた。その結果、失敗したタイトルの内の 12 件に対して JWO から対応するリソースを
発見することが出来た。そのため、DBpedia Japaneseのみならず、DBpedia Japaneseや
日本語 Wikipedia オントロジーなどの複数 LOD リソースを同時に利用することによって、
失敗率が下がる可能性があると考えられる。 
 
表 3 DBpedia Japanese から対応するリソースを発見できなかった原因 
理由 件数 割合
(%) 
DBpedia Japanese には対応するリソースがない 1923 99.02 





「Category:漫画作品」ではない 7 0.93 
タイトルの表記揺れ 11 
 
 次に、Story の Work 実体の同定の実験結果を分析する。5.4 節で述べたように、パター
ンBとパターンCに該当し、実際にストーリー単位を持つmanga-title実体のManifestation
は 19 件があるが、その内の 18 件は story 実体の Manifestation の抽出に失敗した。その










実際に Wikipedia 上で story の Manifestation 実体に関する情報を取得するための条件
を満たす、即ちストーリータイトル、出版情報、ストーリーの区切り情報の 3 つの要素が
テーブルやリストのような簡単に情報を取得できる形式で提供されているリソースの数を











その一方で、これらの実験により、Manifestation 階層の manga-title 実体、story 実体
及び manga-compilation 実体から Work 階層の対応の実体を同定した。各層階の実体の数
として、6107 件の KMM のサンプル書誌レコードから、3847 件の Manifestation 階層の
実体（volume実体を除いて）、3830件の Expression階層の実体及び 3830件の Work階層
の実体を同定できた。また、KMMのサンプル書誌レコードには日本語の書誌しか記述して








Japaneseから発見した 696件のリソース中、is carried in関係の直接的発見に必要とされ
るプロパティ「dbpprop-ja:掲載誌」を持つリソースは 280 件でしかなかった。また、5.6








また、本研究では、3 章で述べたように、Manifestation 階層の story 実体と volume 実
体の関係を n:mと定義した。しかし、storyの Work実体同定プロセスは書誌データの記述
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